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10/28(水) 白血病の診断と治療 村瀬 忠 

白血病についてその診断・分類と病態を述べ、その最近の話題およ

び薬物療法を含めた治療の基本的な考え方、また新規薬剤について

論じる。 

10/30(金) 腎疾患の現況と将来 河邊博史 

主な腎疾患（糸球体腎炎、IgA 腎症、ネフローゼ症候群など）につ

いて概説し、さらに最近提唱された「慢性腎臓病」の定義、有病率、

早期発見のための検査、対策法などについて述べてみたい。 

11/9(月) 糖尿病 山田 悟 糖尿病の病態と治療 

11/11(水) 精神医学① 野村総一郎 
薬剤師の知っておくべき精神医学の知識（精神医学総論、各論として統

合失調症、神経症、うつ病など）について講義する。 

11/13(金) 膵臓癌の病態と治療開発① 光永修一 膵臓癌の病態と標準治療を解説する。 

11/16(月) 栄養 山田 悟 脂質異常症の病態と治療 

11/17(火) 呼吸器病学① 塩見哲也 

呼吸生理学の基礎と呼吸器疾患の病態生理を解説し、各種呼吸器疾

患の治療における薬物療法の重要さを述べる。（慢性閉塞性肺疾患、

気管支喘息を中心に解説する。） 

11/18(水) 精神医学② 野村総一郎 
薬剤師の知っておくべき精神医学の知識（精神医学総論、各論として統

合失調症、神経症、うつ病など）について講義する。 

11/20(金) 膵臓癌の病態と治療開発② 光永修一 
膵臓癌の病態と標準治療を考慮した治療開発について実例を用い

て提示する。 

11/24(火) 呼吸器病学② 塩見哲也 

呼吸生理学の基礎と呼吸器疾患の病態生理を解説し、各種呼吸器疾

患の治療における薬物療法の重要さを述べる。（間質性肺炎、肺癌

を中心に解説する。） 

11/27(金) 外科病理学 稲山嘉明 
臨床医学における外科病理診断学の位置づけ、そのプロセスや意義

を実例をまじえながら概説する。 

11/30(月) 眼科 宮田 博 
白内障および緑内障を中心に眼の構造、機能、疾患の概略と、最近

の治療法、特に薬物治療について述べる。 

12/3(木) パーキンソン病の病態・治療 波田野琢 
神経変性疾患の代表的な疾患であるパーキンソン病の病態及び治

療について述べる。 

12/10(木) 認知症とは 波田野琢 
高齢社会に向けて認知症は頻度が増えており社会問題となってい

る。本講義は認知症の診断について述べる。 

 


